
平
成
二
十
九
年
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西
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南
ス
ー
ダ
ン
国
連
平
和
維
持
活
動
派
遣
部
隊
の
日
報
の
情
報
公
開
・
公
文
書
管
理
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

自
衛
隊
の
南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣
部
隊
の
日
報
の
情
報
開
示
請
求
を
受
け
、
作
成
元
や
陸
上
自
衛
隊
な
ど
で
探
し
た
結

果
、
「
不
存
在
」
と
し
た
も
の
の
、
防
衛
省
統
合
幕
僚
監
部
で
見
つ
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
今
回
説
明
さ
れ
て
い
る
経
緯
で
あ

る
。
本
件
は
二
〇
一
六
年
九
月
に
行
わ
れ
た
情
報
公
開
請
求
に
対
し
、
期
間
延
長
を
し
た
上
で
決
定
を
行
っ
て
お
り
、
十
分
に

探
索
を
す
る
時
間
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
も
、
同
年
十
二
月
二
日
に
不
存
在
決
定
を
出
し
、
そ
の
後
、
同
年
十
二
月
二

十
六
日
に
は
発
見
さ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
、
海
上
自
衛
隊
護
衛
艦
「
た
ち
か
ぜ
」
乗
組
員
の
自
殺
事
案
に
関
連
し
て
実
施
さ
れ
た
艦
内
生
活
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト

が
、
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
長
く
不
存
在
と
さ
れ
、
海
上
自
衛
隊
内
で
そ
の
存
在
が
認
識
さ
れ
て
も
な
お
、
存
在
し
な
い

こ
と
と
さ
れ
て
い
た
問
題
で
は
、
二
〇
一
二
年
度
に
特
命
監
察
結
果
が
海
上
幕
僚
長
あ
て
に
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
報
告

書
に
よ
る
と
、
再
発
防
止
に
関
す
る
意
見
等
が
記
載
さ
れ
、
「
不
存
在
と
判
断
す
る
場
合
の
再
確
認
」
と
し
て
、
「
今
後
、
開

示
対
象
文
書
を
『
不
存
在
』
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、
海
上
自
衛
隊
と
し
て
、
次
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
判
断
の
是

非
の
再
確
認
を
行
う
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
、
「
海
幕
情
報
公
開
室
か
ら
、
海
幕
担
当
課
を
通
じ
て
関
係
部
署
等
の
文
書
管
理

者
に
対
し
て
、
捜
索
要
領
に
お
い
て
一
時
的
に
保
有
さ
れ
て
い
る
個
人
資
料
に
紛
れ
て
い
る
こ
と
は
な
い
か
、
捜
索
箇
所
や
手

一



段
に
お
い
て
見
落
と
し
が
な
い
か
等
、
存
在
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
当
該
部
隊
内
す
べ
て
の
箇
所
を
確
認
す
る
よ
う
細
部
に

至
る
注
意
喚
起
を
行
い
、
特
定
作
業
を
行
わ
せ
る
」
「
関
係
部
隊
等
に
お
い
て
不
存
在
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
海
幕
内
に
お
い

て
も
、
同
様
に
他
の
課
室
に
拡
大
し
て
特
定
作
業
を
行
わ
せ
る
」
と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
以
下
、
質
問
す
る
。

一

日
報
は
防
衛
省
内
の
ど
こ
で
共
有
さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
の
共
有
範
囲
と
、
ど
の
よ
う
に
報
告
等
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
そ
の
こ
と
は
、
陸
上
自
衛
隊
及
び
統
合
幕
僚
監
部
で
当
然
に
把
握
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
。

二

当
初
の
探
索
範
囲
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
作
成
元
」
や
「
陸
上
自
衛
隊
部
隊
」
以
外
に
、
統
合
幕
僚
監
部
を
探
索
し

た
の
か
。
情
報
共
有
範
囲
は
適
切
に
設
定
さ
れ
て
い
た
の
か
。
請
求
文
書
の
探
索
範
囲
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

防
衛
省
と
し
て
は
「
た
ち
か
ぜ
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
こ
と
は
問
題
と
し
て
十
分
に
認
識
し
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
海
上
自

衛
隊
の
固
有
の
問
題
と
い
う
よ
り
、
本
来
的
に
は
防
衛
省
・
自
衛
隊
に
お
い
て
教
訓
と
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
日
報
は
陸
上
自
衛
隊
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
海
上
自
衛
隊
の
特
命
監
察
が
そ
の
ま
ま
適
用
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

二



四

こ
れ
ま
で
の
情
報
公
開
法
の
運
用
を
み
る
と
、
防
衛
省
は
、
情
報
公
開
請
求
に
対
す
る
決
定
に
占
め
る
不
存
在
の
割
合
が

目
立
っ
て
い
る
。
省
庁
全
体
と
、
防
衛
省
（
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
は
防
衛
庁
と
防
衛
施
設
庁
）
で
、
二
〇
〇
一
年

か
ら
二
〇
一
五
年
の
、
情
報
公
開
請
求
に
対
す
る
不
存
在
決
定
の
割
合
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

日
報
は
、
「
陸
上
自
衛
隊
の
内
部
資
料
に
よ
る
と
、
派
遣
部
隊
の
『
日
報
』
は
後
の
訓
練
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
活

用
さ
れ
る
『
主
要
教
訓
資
料
源
』
と
さ
れ
、
特
に
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣
な
ど
で
は
錬
成
訓
練
の
シ
ナ
リ
オ
や
、
現
地
で
の
教
訓
を
後

に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
使
わ
れ
る
重
要
な
資
料
と
さ
れ
る
」
（
神
奈
川
新
聞
「
戦
闘
発
生
時
の
『
日
報
』
廃
棄

陸
自
三
か

月
足
ら
ず
で
南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
」
二
〇
一
六
年
十
二
月
十
四
日
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
と
お
り
か
。

六

南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣
部
隊
日
報
問
題
で
は
、
日
報
が
一
年
未
満
の
保
存
期
間
文
書
で
あ
り
、
か
つ
Ｐ
Ｋ
Ｏ
関
係
文
書

が
陸
上
自
衛
隊
文
書
管
理
規
則
で
三
年
保
存
文
書
と
さ
れ
て
い
る
が
、
自
衛
隊
の
活
動
に
係
る
文
書
は
防
衛
省
の
組
織
と
し

て
の
資
産
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
あ
る
か
。

七

二
月
九
日
に
行
わ
れ
た
統
合
幕
僚
長
の
会
見
を
報
じ
た
記
事
に
よ
れ
ば
、
日
報
に
「
戦
闘
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

対
し
、
「
法
的
に
誤
解
を
招
か
な
い
よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
」
「
戦
闘
行
為
は
即
時
に
自
衛
隊
の
活
動
に
大
き
な
制
約
が

か
か
る
。
法
的
に
戦
闘
と
い
う
意
味
を
自
衛
官
と
し
て
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
」
「
議
論
に
も
発
展
す
る
こ
と
を
考
え
て

三



書
く
よ
う
に
と
い
う
こ
と
だ
」
と
述
べ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
時
事
通
信
「
Ｐ
Ｋ
Ｏ
部
隊
に
法
的
意
味
指
導＝

目
撃
状
況
を

『
戦
闘
』－

南
ス
ー
ダ
ン
日
報
問
題
で
制
服
組
ト
ッ
プ
」
二
〇
一
七
年
二
月
九
日
）
が
、
事
実
か
。

八

こ
の
よ
う
な
「
指
導
」
に
よ
り
政
治
的
な
議
論
に
発
展
す
る
こ
と
を
念
頭
に
日
報
が
書
か
れ
た
こ
と
と
な
る
と
、
率
直
さ

と
現
場
感
覚
の
な
い
政
治
的
な
文
書
に
日
報
が
変
質
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
認
識
は
あ
る
か
。

九

日
報
の
よ
う
な
一
次
情
報
、
情
報
評
価
、
意
思
決
定
・
政
策
決
定
の
過
程
が
記
録
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
よ
り

適
切
な
判
断
が
で
き
る
組
織
の
基
礎
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
一
次
情
報
段
階
で
政
治
的
配
慮
を
求
め
る
こ
と
は
、
意
思
決
定

者
・
政
策
決
定
者
に
と
っ
て
望
ま
し
い
情
報
し
か
提
供
さ
れ
な
い
、
あ
る
い
は
記
録
と
し
て
残
っ
て
い
か
な
い
と
い
う
、
組

織
と
し
て
致
命
的
な
構
造
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

十

「
陸
上
自
衛
隊
史
・
部
隊
史
（
原
本
）
」
「
陸
上
自
衛
隊
報
」
は
三
十
年
保
存
の
の
ち
廃
棄
と
し
て
い
る
。
一
方
、
海
上

自
衛
隊
は
、
少
な
く
と
も
「
海
上
自
衛
隊
史
」
は
常
用
（
無
期
限
）
と
し
、
保
存
期
間
満
了
後
は
移
管
と
し
、
廃
棄
で
き
な

い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
違
い
は
何
な
の
か
。

十
一

陸
上
自
衛
隊
文
書
管
理
規
則
で
は
、
他
に
も
、
「
戦
史
等
（
行
動
史
）
」
が
三
十
年
保
存
の
の
ち
廃
棄
と
さ
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
、
「
外
国
陸
軍
と
の
情
報
交
流
に
関
す
る
文
書
」
（
一
年
）
、
「
国
外
情
報
に
関
す
る
文
書
」
（
一
年
）
、

四



「
日
米
幕
僚
懇
談
」
（
一
年
）
、
「
他
国
軍
交
流
」
（
一
年
）
、
「
海
外
に
お
け
る
能
力
構
築
支
援
事
業
」
（
一
年
）
、
特

殊
作
戦
に
関
す
る
文
書
で
「
部
隊
運
用
」
（
一
年
）
、
「
日
米
共
同
演
習
」
（
三
年
）
、
「
統
合
訓
練
」
（
三
年
）
、
「
米

国
に
お
け
る
実
動
訓
練
」
（
三
年
）
、
「
多
国
間
訓
練
」
（
三
年
）
、
「
教
育
訓
練
等
の
評
価
・
分
析
」
（
一
年
）
な
ど
、

内
容
は
不
明
だ
が
、
蓄
積
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
行
政
文
書
で
、
短
期
保
存
で
廃
棄
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
数

見
受
け
ら
れ
る
。
陸
上
自
衛
隊
文
書
管
理
規
則
に
よ
り
、
陸
上
自
衛
隊
独
自
の
行
政
文
書
で
保
存
期
間
満
了
後
に
歴
史
文
書

と
し
て
移
管
と
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
廃
棄
す
る
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
ら
れ
た
い
。

十
二

防
衛
省
内
の
情
報
公
開
請
求
に
対
す
る
決
定
期
間
延
長
の
状
況
に
つ
い
て
、
三
十
日
延
長
、
特
例
延
長
、
延
長
率
を
そ

れ
ぞ
れ
挙
げ
ら
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

五


